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（国立予研エイズ研究センター病理）佐多徹太郎
　Human　immunodeficiency　virus（HIV）は後天性免
疫不全症候群（AIDS）の原因ウイルスである。現在、
本邦ではHIV感染者は約2000人、エイズ患者は約4
00人と報告されている。エイズの病理所見はウイ
ルス自体によるもの、日和見感染そして悪性腫瘍
によるもので代表される。本邦の各施設で剖検さ
れたエイズ症例について、ウイルス病理学的立場
から、検討を行ってきた。今回は43例の剖検症例
について、臨床病理像、病理所見をまとめて報告
した。免疫組織化学的に、HIVのウイルス抗原はリ
ンパ系臓器組織と脳症を呈した患者の一部の脳に
検出された。日和見感染症としてはカリニ肺炎が
もっとも多く、サイトメガロウイルスなどの潜伏
感染を特徴とするヘルペス群ウイルス感染が多く
認められた。悪性腫瘍としてはカポジ肉腫、悪性
リンパ腫が観察された。これらの病理所見を諸外
国の状況と比較しっっ、その発症病理を含めて、
報告した。
　　9．　　　　　ヒト免疫不全ウィルス（HIV）感染
血友病患者における’”Gaシンチグラフィー及び気管支肺胞
洗浄液を用いた肺日和見感染症の診断
（臨床病理学）　○山岸哲也　磯貝直史
依藤　壽　福武勝幸　藤巻道男
捌ニー肺炎（PCP）の診断に．　t’　”Gaシンチク“ラフィー（’”Ga）及
び気管支肺胞洗浄（BAL）が有用であった症例を経験
した。血液凝固因子製剤によるHIV感染患者で，肺
感染症を合併し，一般抗生剤治療にも拘らず軽快
せず当科に入院した2例に対し，’　’Gaを経過を追い
2回施行，うち1例にBALを施行した。いずれも治療
開始前の’　’Gaで両側肺野に禰漫雨の異常集積像を
示し，治療により’　’Gaの肺野異常集積像は消退し
た。胸部単純X線写真ではf’Gaと比べ，治療前後で
明瞭な変化を捉え難く，早期診断，治療効果判定
指標として，’TGaの方が優れていると考えられた。
BALを施行した症例ではカリニー原虫が証明され，確定
診断を得ることができ，また合併症無く検査を終
了することができた。BALは，出血性素因を有する
血友病患者にも安全に施行することができる有用
な検査法と思われた。
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